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本日の流れ

・留学を成功させるために必要なこと

・在校生による留学体験談
①国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻4年

西舘汐亮 【カナダ留学経験者】

②グローバル・リベラルアーツ学科4年
瀬戸山未羽 【アメリカ留学経験者】



留学をお考えの方へ

Question: なぜ留学をするのか？
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Question: なぜ留学をするのか？

• 語学力を伸ばしたいから？

• 留学すれば将来有利？

• 外語大生だから？

• 留学したほうがいいと言われたから？

• 友達が行くから？
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• だれでも海外留学できる時代、 「留学した」だけではなにかが有利になるものではない。

• 語学力は一朝一夕では身につかない。 「留学」すれば自動的に向上するものではない。

• 留学を通じて何を学んで何を経験し、どのように成長したのか。

・ 留学で学んだこと・経験したことを留学後にどう活かすかは、言語化することが重要。

Question: なぜ留学をするのか？
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社会で求められる能力とは？
次の社会を形づくる若い世代に対しては、

 「常識や前提にとらわれず、ゼロからイチを生み出す能力」
 「夢中を手放さず一つのことを掘り下げていく姿勢」
 「グローバルな社会課題を解決する意欲」
 「多様性を受容し他者と協働する能力」

といった、根源的な意識・行動面に至る能力や姿勢が求められる。

現在は「注意深さ・ミスがないこと」、「責任感・まじめさ」が重視されるが、
将来は「問題発見力」、「的確な予測」、「革新性」が一層求められる。

経済産業省(2022)「未来人材ビジョン」https://www.meti.go.jp/press/2022/05/20220531001/20220531001-1.pdf
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失敗・挫折・苦境・困難

克服・リカバリー

成功体験

失敗する留学とは、失敗を失敗で終わらせること
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言語化
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①
留学前
の準備

②
留学中
の経験

③
留学後
の活動

➃留学の自己PDCAサイクル
留学経験の振り返り⇒成長の実感

⑤ポートフォリオの作成
（学習履歴や体験を記録）

・気付き
・発見
・感じたこと

・気持ちの変化
・成功体験
・失敗→克服

・目標と計画
・留学前の準備
・留学後のビジョン

・留学経験の活用
・留学成果の可視化
・進路選択

留学を成功させるために必要な６つのこと

⑥留学での学びや経験の言語化



神田外語大学の留学データ
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33ヶ国・地域

128大学

211枠

交換留学枠

（外国語学部）
認定留学制度で

海外に留学した学生数

派遣留学データ（2024年11月9日時点）

143名

/2024年度実績

53名

/2024年度実績
GLA学部の

長期留学派遣実績

国際協定校
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交換留学生受入数
（2024年度後期）

54名

IES全米大学連盟
留学生在籍数

（2024年度後期）

正規留学生（学部）
在籍数

（2024年度）

留学生受入データ（2024年11月9日時点）

77名 51名
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留学プログラムの情報から
安全危機管理など海外渡航に関する注意点を網
羅しています。

内容は随時更新しますので、ぜひ定期的なご訪
問をお願いします。

※HP上の各種資料の閲覧・視聴は
@kuis.ac.jp アカウントへのログインが必要です。

国際戦略部ホームページ
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https://sites.google.com/kuis.ac.jp/gep/

国際戦略部ホームページ



在校生による留学体験談

①国際コミュニケーション学科
国際コミュニケーション専攻4年
西舘汐亮 【カナダ留学経験者】

②グローバル・リベラルアーツ学科4年
瀬戸山未羽 【アメリカ留学経験者】
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